
平成™�年š月š˜日 月曜日 (号外特第�号)官 報

様
式
第
三
十
五
号
（
第
二
面
）
注
意
１
\
中
イ
及
び
ロ
を
削
り
、「ハ

」
を
「ア

」
に
、「ニ

」
を
「イ

」
に
、「ホ

」
を

「ウ

」
に
、「ヘ

」
を
「エ

」
に
、「ト

」
を
「オ

」
に
、「チ

」
を
「カ

」
に
改
め
、
同
様
式
注
意
１
]
中
「イ

」
を「ア

」

に
、「ロ
」
を
「イ

」
に
、「Ë

」を
「Ê

」に
、「ô

」を
「Ë

」に
、「ã

」を
「Ì

」に
、「ß

」を
「Í

」に
、「ç

」を「Î

」

に
、「æ
」を
「Ï

」に
、「Ý

」を
「Ð

」に
、「Ú

」を
「Ñ

」に
、「ñ

」を
「Ò

」に
、「à

」を
「Ó

」に
改
め
、
同
様
式
注
意

１
^
中
「イ
」
を
「ア

」
に
、「ロ

」
を
「イ

」
に
、
同
様
式
注
意
１
^
ハ
中
「５

６
７
８

」
を
「Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

」に
改
め
、

ハ
を
ウ
と
し
、
同
様
式
注
意
１
^
中
「ニ

」
を
「エ

」
に
、「ホ

」
を
「オ

」
に
、「Ë

」を
「Ê

」に
、「ô

」を「Ë

」に
、

「ã

」を
「Ì

」に
、「ß
」を
「Í

」に
、「ç

」を
「Î

」に
、「æ

」を「Ï

」に
、「Ý

」を「Ð

」に
、「Ú

」を「Ñ

」に
、「ñ

」

を
「Ò

」に
、「à

」を
「Ó
」に
、「ò

」を「Ô

」に
、「ù

」を「Õ

」に
、「õ

」を「Ö

」に
、「Ï

」を「×

」に
、「ï

」を「Ø

」に
、

「ó

」を「Ú

」に
、「Ø

」を「Û

」に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
六
号
（
第
二
面
）
注
意
１
\
中
イ
及
び
ロ
を
削
り
、「ハ

」
を
「ア

」
に
、「ニ

」
を
「イ

」
に
、「ホ

」
を

「ウ

」
に
、「ヘ

」
を
「エ

」
に
、「ト

」
を
「オ
」
に
、「チ

」
を
「カ

」
に
改
め
、
同
様
式
注
意
１
]
中
「イ

」
を「ア

」

に
、「ロ

」
を
「イ

」
に
、
同
様
式
注
意
１
]
ハ
中
「５

６
７
８

」
を
「Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

」
に
改
め
、
ハ
を
ウ
と
し
、
同
様
式

注
意
１
]
中
「ニ

」
を
「エ

」
に
、「ホ

」
を
「オ

」
に
、「Ë

」を「Ê

」に
、「ô

」を「Ë

」に
、「ã

」を「Ì

」に
、「ß

」

を
「Í

」に
、「ç

」を
「Î

」に
、「æ

」を
「Ï

」に
、「Ý
」を
「Ð

」に
、「Ú

」を
「Ñ

」に
、「ñ

」を
「Ò

」に
、「à

」を

「Ó

」に
、「ò

」を「Ô

」に
、「ù

」を「Õ

」に
、「õ

」を「Ö

」に
、「Ï
」を「×

」に
、「ï

」を「Ø

」に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
七
号
（
第
二
面
）
注
意
１
\
中
イ
及
び
ロ
を
削
り
、「ハ
」
を
「ア

」
に
、「ニ

」
を
「イ

」
に
、「ホ

」
を

「ウ

」
に
、「ヘ

」
を
「エ

」
に
、「ト

」
を
「オ

」
に
、「チ

」
を
「カ

」
に
改
め
、
同
様
式
注
意
１
]
中
「イ

」
を「ア

」

に
、「ロ

」
を
「イ

」
に
、
同
様
式
注
意
１
]
ハ
中
「５

６
７
８

」
を
「Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

」
に
改
め
、
ハ
を
ウ
と
し
、
同
様
式

注
意
１
]
中
「ニ

」
を
「エ

」
に
、「ホ

」
を
「オ

」
に
、「Ë

」を「Ê

」に
、「ô
」を「Ë

」に
、「ã

」を「Ì

」に
、「ß

」

を
「Í

」に
、「ç

」を
「Î

」に
、「æ

」を
「Ï

」に
、「Ý

」を
「Ð

」に
、「Ú

」を
「Ñ
」に
、「ñ

」を
「Ò

」に
、「à

」を

「Ó

」に
改
め
る
。

６

新
雇
保
則
附
則
第
一
条
の
二
の
規
定
は
、
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
二
号
施

行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
新
雇
保
則
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
受
給
資
格
の
決
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て

適
用
し
、
第
二
号
施
行
日
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。）第
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
受
給
資
格
の
決
定
を
受
け
た
者
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
り
受
給
資
格
の
決
定
に
係
る
申
請
を
行
つ
た
者
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
八
十
五
条
の
三
及
び
第
八
十
五
条
の
四
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
の

改
正
規
定

公
布
の
日

二

附
則
第
一
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
百
一
条
の
二
の
十
五
及
び
附
則
第
三
十
二
条
に
係
る
部
分

を
除
く
。）、
様
式
第
六
号
\
の
改
正
規
定
、
様
式
第
十
号
の
四
の
改
正
規
定（「
死
亡
し
た
受
給
資
格
者
等
」を「
原

則
と
し
て
死
亡
し
た
受
給
資
格
者
等
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、
様
式
第
十
一
号
、
様
式
第
十
一
号
の
二
及
び

様
式
第
十
一
号
の
三
の
改
正
規
定（「
添
え
て
」
の
下
に
「
原
則
と
し
て
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
様
式

第
十
二
号
の
改
正
規
定
、
様
式
第
十
六
号
\
の
改
正
規
定（「
申
請
書
は
、」の
下
に
「
原
則
と
し
て
」
を
加
え
る
部

分
に
限
る
。）並
び
に
様
式
第
二
十
二
号
、
様
式
第
二
十
九
号
の
二
、
様
式
第
二
十
九
号
の
三
及
び
様
式
第
三
十
号

の
改
正
規
定

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日

三

第
百
一
条
の
二
の
二
か
ら
第
百
一
条
の
二
の
十
五
ま
で
の
改
正
規
定
、
第
百
一
条
の
十
一
の
改
正
規
定
、
附
則

第
一
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
百
一
条
の
二
の
十
五
及
び
附
則
第
三
十
二
条
に
係
る
部
分
に
限

る
。）、
附
則
第
二
十
三
条
の
次
に
九
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
様
式
第
十
六
号
\
の
改
正
規
定（「
申
請
書
は
、」の

下
に
「
原
則
と
し
て
」
を
加
え
る
部
分
を
除
く
。）、
様
式
第
十
七
号
の
改
正
規
定
及
び
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の

次
に
六
様
式
を
加
え
る
改
正
規
定
、
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
改
正
規
定
並
び
に
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
の

改
正
規
定

平
成
二
十
六
年
十
月
一
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。）第
十
七
条
の
二
の
規

定
は
、
施
行
日
以
後
に
失
業
等
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
係
る
未
支
給
給
付
請

求
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
失
業
等
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
係
る

未
支
給
給
付
請
求
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
雇
保
則
第
三
十
六
条
の
規
定
は
、
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
者
に
つ
い
て
適
用
し
、

受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
、
都
道
府
県
労
働
局
長
及
び
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施

行
の
日
（
以
下
「
第
三
号
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
お
い
て
も
、
雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改

正
後
の
雇
用
保
険
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。）第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
新

法
附
則
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
に
必
要
な
準
備
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

４

新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
十
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
号
施
行
日
前
に
雇
用
保
険
法
第
六
十
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
の
法
第
六
十
条
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
零
年
と
す
る
。

５

新
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
一
の
規
定
は
、
第
三
号
施
行
日
以
後
に
新
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
休

業
を
開
始
し
た
者
か
ら
適
用
し
、
第
三
号
施
行
日
前
に
同
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。
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